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の環境整備の中核的な役割を担う機関として活動してきた。今回、初代理事長に任命された末松誠氏に、その活動の
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開発の根幹となるアイデア、開発経緯、今後に向けた構想等を紹介する。
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ら明らかにした。伊神氏のこれまでのキャリアや将来の研究の方向性を紹介する。
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カナダにおけるフォーサイト活動は、公共政策に役立たせるためのツールとして位置づけられ、最近はホライズン

スキャニングによってガバナンス、持続可能性、インフラ、デジタル経済をキーワードとして、今後 10年から 15年
で起こりうる未来を模索している。
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　“ポストトゥルース”時代のエビデンスと科学コミュニケーション
　－米国科学振興協会（AAAS）年次総会及び科学技術政策フォーラムにおける科学への理解増進と
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　米国における科学的発見に基づくエビデンスが重視されにくい社会風潮の中での科学コミュニケーションや政策的
な働きかけ（アドボカシー）の今後の方向性について、筆者らの予想を示す。
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　日本の研究開発システムにおける人材、知、資金の循環の動向と課題
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　科学技術・学術政策研究所（NISTEP）が、毎年実施している「民間企業の研究活動に関する調査」の調査結果よ
り、「企業の研究開発の変化」及び「大学と企業との間の“人材”と“知”の循環の状況」を読み取り、第５期科学技
術基本計画と関連付けて考察した。

　論文を生み出した研究活動の実態を探る
　－インプットとアウトプットの間を結ぶプロセスの理解に向けたNISTEP の取組－ ······························  52
　　  科学技術・学術基盤調査研究室 室長 伊神 正貫

　当研究所は、論文を生み出した研究活動の実態を探るための調査（論文実態調査）を実施した。本レポートでは、
研究に用いている資金源や研究チームの構成など調査の結果とそこから得られた示唆について述べる。加えて、国立
大学等における基盤的研究経費の減少が、研究活動に大きな影響を及ぼしたことを定量的に示す。
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